
る

包

荷

。

二

畠

市

ty
昨
せ
て
、
明
治
人

q
f
H
に
mt
l
り
l
訂
と

-
を
し
て
唖
を
費
が
し
め
た
が
・
武
車
内
田
に
山
内
在
せ

一
い。

E
ら
〈
は
氏
慢
の
主
代，
に
あ
り
う
ο

臣
元
ニ
q
d

カ
ミ
ハ
ン
パ
上
飯

場

内

山
町
ろ
砂
防
訴
治
内
山

ι
k
o

ら
れ
、
氏
悦
の
子
氏
椛
が
執
行
職
と
た
っ
た
。
氏
明

正
月
H
九
H
六
十
九
氏
E
説。

一

hHU
山町巾

C
、

m
-川~
九
FU
υ
示
の
地
町
を
い
d

。
よ

方、
、、マ
チ

ガ

ハ

上
町
川

同
い
:
，

M
いで
郎
町
内
榊
れ
に
な
っ
た
の
枠
組
問
二
刊
と
川
い
た
も
の

、

ヵ

Z
E
チ
ウ
ヂ
タ
フ
上
主
氏
任

白
山
本
山
市川
の
一

的
地
も
と
砂
防
工
仰
に
従
出
寸
ろ
も
内
、
仏間
勾
が
あ
町
川
的
支
流
。

白
川
小
・プ
捌
行
内
に
技
し
て

附

則

前

あ

る

の

は

訓

で

あ

ら

う

。

訓

主

眼

ok
辺
白
氏
の
同明
子
山
件
川
町
花
氏
述
内
鋪叩出，
c
、

(
J

た
か
ら
、
こ
の
れ
が
あ
る
。

L
.
午
加
以
か
ら
伯
抗
L
、れ
仁
川
で
大
辻
川

L
、
行

力
主
主
チ
ウ
ヂ
キ
ヨ
上
道
氏
清
内
山
本
山
日
の
新
太
夫
と
枕
し
た
。
五
X
二
4
七
月
日
七
日
こ
の
脈

カ
主
『
J
h
y

ダ

上

沼
田

江
川
山
刊
，

h-
に
脳
す
る
引
・悦川
川
の
川
一
仁
川
町
川
に
刊
ぐ
O

A
H
枕
勤
近
〈
で

一
一岬
引
版
。

修
迎
行
川
と
い
う
た
o
向
山
'mu
恥
附
脚
部
巾
杷
に
任
じ
た
o
間
作
氏
与
一辺

r、。

郎
古
川
O

跡
中山間
受
把
出
永
二
年
六
月
の
僚
に
、
「
平

家

は

慨
川
と
も
い
ふ
。
能
品
有
名
跡
芯
に
、
『
柳
川
村
・慨

一
録
に
、『
越
投
五
年
突
此
計
四
且
十
四
日
彼
ν
詑
-
一
ニ
証
臨

一

カ
Z
Z
チ
ウ
ヂ
ツ
グ
上
道
氏
紙

白

山

本

目
の

子
供
し
て
山
に
人
、
紙
飛
林
・
小
川
町
司
林

須
川
材

川
村
・石
川
引
村

一二
γ
所
領
境
に
怖
一
川
、出
合
也
O
』
と
あ

一
時
祭
-
之
刻
、
依
ヨ
危
{
呂
一
州
市
資
氏
祭
器
製
岨
之
市
中
一

一
執
行
版
。
上
道
氏
成
の
焔
子
。
延
弘
元
年
十
一

且
七

に
乱
入
け
れ
ば
、
源
氏
約
て
ひ
ら
資
に
攻
む
。
一
刷
川・

5
。

一
金創
出
包
剖
川
県
滋
御
之
聞
御
祭
空
獣
止
wm。
伏
目
栄
徒

一
日
執
行
臓
に
任
じ
、
平
等
等
山
町
と
剛
山
せ
ら
れ
、
永
冗

熊
坂

・
江
川
山
法
を
も
質
越
て
、
節
約
迄
こ
そ
抗
懸
た

カ
ミ
マ
チ
ノ
ゴ
ウ
上
町
野
郷

臥
京
榔
に
臨
し
、
一
之
訴
訟
み
H

氏
山
醐
官
、
氏
胤
二
男
氏
刊
川
被
v
捕
手
制
中
山

一
二
年
沼
周

一
日
敵
の
岱
に
ね
た
れ
て
却
し
た
。
六
十

れ
。』
と
あ
る
一
刷
川
は
こ
の
上
前
川
又
は
下
前
川
C
あ

一
町
市
政
時
代
で
は
、
品
u
X
総
川
・宇
加
際
・
際
，
瀬
・本

一
般

-m。
』
と
あ
る
。
氏
泊
の
副
仰
木
峨
は
正
第
三
年
氏

一
三
必
。
子
氏
山
町
そ
の
後
そ
ポ
け
る
。

る
o
白
地
鳴
細
川
H
H
H
T
二
年
の
僚
に
、
江
川
山
の
柏
町
は
越
前
江
-
A
日出
・
久
船
山
出
・
久
川・
符

部

・
仰一川・

玄
坂
・寺

一
制
の
製
ぐ
に

ぷ
ん
だ
の
で
あ
ら
う
o
E
壁
一
年
正
且

一

カ
Z
Z
チ
ウ
ヂ
ツ
ネ
上
詮
氏
経
由
山
本
目
の

口
に
前
向
ーか
ひ
、
別
地

・
前
川
に
山
川
崎
可
取
る
と
あ
る
分
・
五
郎
主
削
門
分
・
税

制
仙
・
中
知
・
十
郎
阪
の
十

一
十
八
日
波
。
入
十
出
川
崎
。

一
執
行
峨
O
K
辺
氏
一中
の
姉
子
。
一
大
仁
二
年
十
一
月
一
一
一

も
、
亦
阿
じ
い
。

一
六
今
村
が
あ
っ
た
。

一

カ
ミ
ミ
チ
ウ
ヂ
ザ
ネ
上
謹

氏

資

自

山
本
宮
の

↑
日
凶
司
の
挺
尺
に
よ
っ
て
執
行
胞
に
任
ぜ
ら
れ
・
在

カ
Z
フ
ナ
ヲ
カ
上
一一稲岡

石
川
川
副
附
内
内
の

カ
ミ
マ
チ
ノ
シ
ョ
ウ
よ
町
野
庄

四
日F
榔
東
な

一
執
行
職
。
上
道
氏
即
日
の
綿
子
。
大
治
二
年
十
且
凶
日

一
服
十
八
年
で
あ
っ
た
o
子
氏
抗
そ
の
後
を
放
け
る
。

小
早
。

-
る
八
師
寺
縦

μ治
ニ
年
修
仙
の
大
般
世
相
制
問
出
世
相
町
に
、

一
回
司
の
腿
立
に
よ
っ
て
執
行
胞
に
任
ぜ
ら
れ
、
在
服

一

カ
ミ

Z
チ
ウ
ヂ

?γ

上
諮
氏
俊

白
山
本
自
の

カ
ミ
フ
h
F
h
y

チ

上

ニ

口

石
川
川
巾
村
郷
に
脳

-
能
州
上
川
野
御
花
山
青
野
村
と
見
え
る
。

χ郎
永
六
年

一
十
九
年
で
あ
っ
た
。

一
柳
主
職
。
上
治
民
約
の
三
男
で
、
米
永
小
太
夫
と
慨

す
る
こ

日
は
、
明
治
巾
に
前
り
上
二

口
と
改
め
ら
れ

紛

糾
の
も
の

L
出
世
将
に
は
、

山
山
中
一
郎
上
町
野
柳
川
村

一

カ
Z
Z
チ
ウ
ヂ
ズ
芝
上
活

氏

澄

白

山
本
宮
の

一
し
、
耐
主
臓
に
任
じ
た
年
H
A
は
川
ら
か

C
な
い
o
m心

た

。

と

あ

る

。

一
利
引
版
。

上
泊
氏
れ
の
三
男
氏
茂
は
隙
一
札
大
夫
と

m
一
ら
〈
は
氏
刺
の
次
代
で
あ
ら
う
υ

力
、
、
、
フ
究
ゴ
上
二
子

珠
洲
川
二
子
の
内
の
小

力
主
主
ヂ
ウ
ヂ
上
盛

氏

自

山

本
a
自
の
訓
主
戦

一
し
.
米
永
山
町
と
い
は
れ
た
が
、
枇
聞
に
於
い
て
下
人

一

カ
ミ
ミ
チ
ウ
ヂ
ナ
リ
上
主

氏

成

白
山
本
a
川
の

字

。

で

あ

り

、
強
押
印
氏
と
相
川
ぶ
に
及
ん
で
、
上
道
氏
は

一
の
お
に抑制
寄
せ
ら
れ
た
o
氏
茂
の
嫡
子
氏
白
‘
米
永
一
執
行
聡
O
K
道
氏
行
の
純
子
、
久
安
二
年
八
月
五
臼

カ
ミ
フ
ヂ
ノ
セ
上
藤
ノ
掘
削
臥
ポ
川
船
献
の
内
問
榊
ド
、
建
部
氏
は
京
榊
中
止
と
腐
し
た
。
上
逝
氏
の

一
新
太
郎
大
夫
と
い
ひ
、
お
政
二
年
十

一
周
十
四
日
跡

↑
下
文
を
賜
う
て
執
行
峨
に
刊
ぜ
ら
れ
、
在
脆
四
十
凶

の
小
苧
。

一
利
引
に
な
っ
た
の
は
、
上
道
氏
古
田
が
一
保
夫
県
克
弘
士
士
に
怖
せ
ら
れ
た
。
策
し
氏
脱
制
官
の
後
を
受
け
た

一
年
。
閉
山
川
町
-
一
年
九
月
二
円
九
J
t
三
段
℃
問
問
。
こ
の
氏

カ
ミ
フ
ヂ
マ
タ
上
藤
又
河
白
川
引

i
爪
に
悩

二一
年
二
月
十

H
凶
司
の
限
目
を
賜
う
て
験
校
職
に
任

↑
も
の
で
あ
る
が
、
製
年
之
を
際
限
光
行
に
秘
っ
た
。

一
成
出
家
越
川
の
後
純
子
氏
約
死
去
し
、
利
引
峨
そ
来

す
る

mw問。

一
ぜ
ら
れ
た
時
に
起
る
。
そ
の
終
は
三
郎
記
に
、
町
永

一

カ
Z
Z
チ
ウ
ヂ
ス
ヱ
上
道
氏
末
向
山
本
宮
の

一
子
氏
明
に
抑制
つ
た
何
帥
山
山
肌
ゃ
いお
起
し
た
。

カ
Z
フ
ル
コ
ウ
上
古
府

内
町
一
フ
山
山
山
部
自
附

十
凶
年
令
仰
の
武
家
に
仕

へ
た
射
が
制
川
舗
と
共
に
逃

一
一岬
中
山職。

上
泌
氏
宗
の
子
。
そ
の
術
任
の
年
且
は
明

一

カ
Z
ミ
チ
ウ
ヂ
ハ
ル
上
選
氏
務
内
山
本
町
の

の
内
の
小
守
o

-
定
し
、
白
山
の
耐
主
共
押
印
大
夫
の
家
に
忍
び
ゐ
て
、

一
ら
か
で
な
い
。
白
山
比
時
制
枇
・
抽
耐
長
正
統
記
の
巻

一
一
岬
宅
馳

υ
k
浩
氏
m
O
の
子

c
.共
山
允
と
恥
し
た
。

カ

ミ

マ

キ

上
牧

能

尖
川
般
作
郷
に
川
町

力

ニ
O
七


